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           膠 質醫 藥 に つ い て

           所員 醫學博士 松  本  信 一

 諸種金属の署藥 に於 ける慮用の歴史は甚だ古い.無 論往昔は甚だ簡軍な化合物の形に於て用

ゐられたが,化 學の進歩に件つて種々なる形の合成品が製出せ られ,そ れぞれの目的に供せら

れ るに至つた・

 コロイ ド化學の進歩 は,諸 種の コ・イ ド金屡を欝學的使途 に提供 した黙で妙か らざる貢獣 を

し†こ.

 膠様金属製剤 を以τの實験的研究は,當 該金属の有する特性の探求上興味あるのみならす,

コ・イ ドの一般的作用の考察に向づての資料 とな り,化 學的療法への示唆 をも齎 らす ものであ

る・ ともあれ膠質 としての作用 と,金 屡のそれ と二つめ硯角か ら考察 を進め得 るわけであ る.

 コロイ ドの形にはヒ ドロゾル とオルガノゾルの二つがあ り,粒 子の大 さには色々の ものがあ

る・競近 コロイ ド療法の流行につれて似而非コロイ ドも,此 名を以て治療界に取 り入れ られる

に至つた.

 其作用に關 しては,細 菌などに郵して直接作用叉はオリゴディナ ミッシュの作用,鰯 媒作用の

期待 されることもあるが,細 菌性疾患に封 して注射,塗 擦,内 服などに用ゐられる揚合に,偉

大滅困療法(Therapia sterilisans magna)の 目的 よりも,間 欺滅菌療法(Th. st. fractionata)

の意味に利用 される.從?て その治敷機轄は相當複雑 な次第であ り,色 々の論雫 を冤れぬ所以

である.

 然 して治療の劃象 となるものは徽毒,結 核,繍 壊血症,其 他原轟,微 生物性疾患 を主 とす

るが,癌 其他病原不明の ものが亦包括 される・それ等 治療の ヒン トは経瞼か ら得 られナこ揚合 も

あ り,又 實験的結果か ら根稼 を有するもの も勿論ある.

 か くして各種金屡のコロイ ド製捌は諸多疾病の治療の目的 に廣 く用ゐ られる.水 銀の騙徽療

法に於ける,銀 の化膿性疾柄冶療に於けるは其例である.

 サルゾルサ ンも一種のコロイ ドであることは周知の通 りであ り,叉 金の ヒドロゾルは脳脊髄

液の徽毒反慮 に於 て癒用せ られ,共 他徽毒血清反鷹の理論及び實地に於て も,コ ロイ ド化學乃

至 コロイ ド製品は徽毒學 とわけて緊密の交渉を有する,

 或種金属 と病原騰或は病攣 との間には,或 程度の特殊的親和性があることが,お ぼろげなが

ら或はあ りあ りと認 められる・例へば,水 銀,蒼 鉛,沃 度,金 等は徽毒に於て,ア ンチモンは

トリパ ノソーマ症,レ イシュマニア症,鼠 践淋巴肉芽腫等 に,沃 度,金 は癩に,銀 は細菌性感
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染に封 し,鉛,テ ルル,セ レン等は悪性腫瘍に封 して多少 とも選繹的に作用す るや うである・

 化研内野研究室では以前から各種サルゾルサン矧 を製出 し,廣 く欝家の需めに慮 じて醤療の

利便を計 りつ、あ り,叉 堀揚研究室では堀揚教授指導の もとに諸種オルガ ノゾルが試製せ られ

つ 、ある・當教室にては爾研究室 より材料の供給を受 けて專門の欝學的立揚か ら實験 を施 しつ

つある.

 各種重金屡製剤 にはそれ ぞれ固有の副作用が勿論ある。叉 コロイ ドとしての それ もある・此

等に關 する研究 も亦緊要に して興味ある題 目である,鼓 では歎種膠質讐藥の欝學的慮用の大艦

を述べ,治 敷の詳細 については專門の學術雑誌叉は學禽に獲表 する.叉 サルゾルサンに關 して

は蝕 に説 き及ぼさない。

    銀

 銀の コロイ ド製剤 は古 くから廣 く慮用 されてゐる・

 コラル ゴール及び類似の注射藥は普 く用ゐられた・其敷果は相當期待 されてゐるが,不 快な

る副作用のために愼重な注意 を佛ふ ことが肝要である・

 クレーデ氏銀軟膏 も古 くから用ゐ られて今爾ほ聲償を博 してゐる・堀揚 小田切氏製法 を慮

用 した ものに,子 オ・シルバーゾル軟声がある,

 コロイ ド銀の注射(輝 脈内)後の血中,臓 器に於ける銀の分布並に膿汁,尿 中への排泄に關 して

は最近荻生教授門下の研究があ り,淋 巴道による吸牧に關 しては舟岡教授門下の實験がある・

    水     銀

 水銀の徽毒治療 に於 ける歴史は古い.背 は燵蒸塗擦によりてなされ,吹 いで内服が廣 く慮用

せ られ,漸 次注射の方へ と移b憂 つtこ・

 水銀 ヒ ドロゾルは皮下,筋 肉内注射用 としては痙痛 を來す こと多 く,静 脈内注射用 として も

副作用張 きために,極 く微量 しか用ゐられない鋏貼があるやうである・

 米國で膠様HgSを 同様の目的に推奨 してる者があ る.

 堀揚教授等の水銀 オル ガノゾルには藪種の ものがあ り,注 射(金 との合剤 もある),塗 擦,浴

用などの形 にて實用に供せ られる.就 中,友 白軟膏 に代用 し得 るものは,塗 擦皮膚部位に刺戟

を起す傾向の甚だ少 き特鮎がある.

 韓近騙徽療法の實際を見 るに,蝕 りにサルブルサンにのみた より過 ぎるの結果,水 銀療法 を

等閑 に附する風があるを認めるは遺憾に堪へない・不完全なサンゾルサン療法 を施すよりも,

持久的徹底的の水銀療法 を行ふことこそ寧ろ探 るべ き途である.

 水銀剤の有つ殺菌性の研究は,各 種水銀化合物に互つて贋範園に試験 が施 され,張 力にして

無刺戟 なる潰毒殺菌剤の出現を見 るに至つす二.

    蒼     鉛
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 蒼鉛の騒徽剤 としての慮用は,水 銀に比べて遙かに新 しいが,既 に彩 し く多撒の製剤が獲費 さ
          '

れてゐる.そ れ等 は概 して簡軍 な化合物に屡するものである・

 コロイ ド製剤 も學 げられる.例 へば蒼鉛エレクロイ ドの名にて,水 銀エレクロイ ドと共に獲

費 され,叉 無痛性 コロイ ドなどといふの もある。

 蒼鉛剤は金 と共に紅斑性狼瘡に謝して敏果あるもの として注 目をひ くに至つた。

    金

 金の醤療的癒用は極めて古 き歴史を持 つ・

 金粉叉は簡軍 な無機盤類が徽毒に射 し内服に用ゐ られて相當の敷果をあげた といはれ,叉 癩

や結核 にも推奨 された.然 し其學術的根慷を得たのはコッホの結核菌獲見以後のことに属 し・

治敷に褒疑相牛することを冤れなかつたが,貌 近の金療法は フェル トの研究により促進 された・

 駆徽藥 としてはナイセルによ り膠檬金が實験 に供 されたが敷果を見 なかつた・ その後の研究

者の成績 もあ まり芳 しきものでなかつたが,フ ェル ト等の實験がThio化 合物 に進め られてか

ら頓 に曙光が認められ,ゾ ルifナ ルBの 如 き有望な ものが現はれて,金 療法の將來には多 くの

望みをかけることが出來 るや うである・

 此療法の進展はまた結核ばか りでなく,紅 斑性狼瘡,癩 などの治療にも當然及んで來ナニ・最

近の治験は所謂第四性病に も可な りの威績 を學 げるに至つた・尤 も還山教授は,金 剤は徒 らに

債貴 きのみにして,此 に勤 して何等の敷果 もなしと唱ふるも,同 教室の市川講師が推奨 し,佐

谷教授等 も亦 これを推奨 してゐる.

 金製剤治療 の成績 はなん と言つても,紅 斑性狼瘡の右に出つる ものはないや うである・今各

國にて此に封 して用 ゐられた金剤 を見渡 すと,猫 國ではクリソルガン,ト リファル,ロ ピオン,

ソルガナルB(Au-thioglucose)7よ ど,佛 國ではク リソルビン,チ オクリシンなど,伊 國で もア

ルロヤコル(Au-dioxy-diamino-arsenobenzol)な どが用ゐられ,我 國ではグルゴール(Au-th三〇-

phenol-m-carbonsaures Na)を 以ての治験報告がある.

 その敷果の輝 しきことは大艦認め られ るが,時 に不快なる副作用の見 られ ることは警戒 を要

する黙である.此 副作用は製品によりて異な り,輕 きものは蛋白尿の程度 に止 り,皮 膚症歌 と

しては散稜性叉は汎磯性の紅斑が時に見 られる・比較的重 き剥離性紅皮症(急 性播種性紅斑性

狼瘡の磯疹に似 るものまで色々程度の)も 時に見 られ,其 他色素沈着,角 化症等 がある・急性

播種性紅斑性狼瘡の揚合にはこれを禁忌 とせる者 もあ り,さ な くとも極めて細心の注意を以て

虎置す る要がある・

 紅斑性狼瘡に封 する金製剤 の敷果が,金 の特別の化合形 に由るか乃至は金 それ自己に因 るか

は興味ある疑問である・膠様金剤 を以 ての治験は此疑問を解答するに屈張の資料である。

 予等の教室に於けるオルガノゾル(堀揚,小 田切)を以ての治験は,経 験例 の,70%以 上に
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於て満 足すべ き成績 を示 してゐる・殊に圓盤状狼瘡の極 く早期にして,炎 性憂化の著明な もの

に於 ては殆 ど全部が治癒を示 した.用 量は鯨 り多 きことを要せす.O.5-一一1.0 ccの 程度で週に1

回(叉 は2回)に 止めてよ く,之 を筋肉内に比較的永 く用ゐるのが よいや うである・要するに適

當の量 を用ゐ適當の間隔をおいて注射するのがよい・

 無論金特異質に因する総ゆる副作用に封 して細心の注意を佛ふ ことを忘れてはならないが・

幸 にも今 日まで重症の剥離性紅皮症の如 き中毒例に遭遇 したことはない・ このことはオルガノ

ゾルの一つの特鮎であると思ふが,何 しろまだ症例が彪大な数 に達 したわけでないか ら,断 言

することを偉かる・

 紅斑性狼瘡 に封する金療法成績 を瞥見するに,そ の敷果 は専 ら金それ自己にあることを想は

しめる.金 コロイ ドの数果はチオ化合物に比 して劣るとは思はれない・將來多数の合成物につ

いて系統的研究が望 ましい.

 さて,金 製剤の作用機樽は如何の問題であるが,之 は病氣にょつて異つた説明が されてゐる・

 結核・癩,徽 毒等に奏敷す るのは,多 くの人はこれを間接作 用に餓してゐる・ メゼンヒーム

細胞の選揮的賦活作用にて説明する者 もある.叉 事實網歌織上被系細胞の關與 してゐることを

推定せ しめ る所見 もあ る・ これ等病原 に封して膠様金の殺菌作用は乏 しいが病氣 それ自己には

有敷である・徽毒の揚合には初期攣化には鯨 り輕快を來 さぬが,晩 期性病竈は励 顯著な好影響

を受ける・要するに紅斑性狼瘡 とスビロへ一タなどとに蜀する作用は異なるもの らしい.

 徽毒の金療法に就 ては叙上の通 り(其 他 トルフィ,コ ルレ,フ ルニエ,フ ェル ト等参照)で あ

るが,ル ゾヂチは膠檬金の徽毒 スピ・へ一タに樹する作用 を實験 し,戸 田氏 も再蹄熱 スピロへ

一夕に封する影 響を槍 しナニ・培養組織細胞への作用 には武山氏の研究がある・

 金オルガノゾルを以 ての家兎徽毒の治敷に關 しては當教室(近 藤氏)の 實験があるが,其 敷果

は乏 しい もの、や うである・

 金屡 エレメン トとしての金の騙徽的敷果は水銀のそれには及ばない もの らしく,徽 毒第三期

性病竈 に及ぼす治敷 も沃度には及ばないや うである.

金剤の敷果はなんと言つτも,徽 灘 と紅斑性狼瘡 に於て顯著 なものがあ る・前者はソルガナ

ルBに よ りて,後 者はチオ金化合物の或物やコロイ ド金により代表 されてゐる.

 結核に劃する金製剤の作用は紅斑性狼瘡に於けるよりも概 して見劣 りがする・尋常性狼瘡は

時々輕快を來す もの もあるが,全 瞬から見て満足の結果 とは言へない氣味があ る・然し結核疹

に鋤 しては蓬かに敷果が多 くあるや うである.

 オルガノゾルを以ての吾等の實験で もさうである・然 し治癒 し難 き肋骨カ リエスによる痩孔

に野 し著敷あ りし例が見 られ,副睾丸,結 核,痔 痩などにて奴を牧 めた例 も屡≧ある.假 令悔常

でなくとも,之 等の難治の疾患に治飲を見 ることは否めないか ら揚合によ り推奨 に贋する.
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 癩の治療に關 しては小笠原講師の實験がある・初期癩性攣化に樹 して特 に敷果が認められて

ゐる・癩の如 き難治 とされ る疾病 に相當の敷果が認められることは甚だ欣ば しい・尤 もか 、る

病氣の治敷の判定は相當長時 日の観察の後に初めて出來るものであ り,又 輕 々しく特敷藥 と断

定することは影響の大 なるに鑑みて勿論愼むべ きことである・

 さりなが ら治敷を目 して総てが自然治癒に外ならす と猫断 し,こ とさらに他人の治療試験の

成績を抹殺するが如 き態度 も褒むべきことではない.

 治敷 に若干の望みあるものは,こ れを庇護奨働 して實験的治療成績 の向上 に努力すべきであ

る・喰 はす嫌ひであ りて追試することに吝なるもよろしくない.

 堀揚 小田切爾氏の金オルガノゾルの獲表の後 に上野氏の金大楓子油石鹸,帥 ち一種の金 コ

ロイ ド剤の稜表があつた.矢 張 り癩に相當の治敷があるといつてゐる・

 金製剤はその他乾癬,紅 色苔癬等にも敷果があるといふ も治験例が まだ少い・

    沃     度

 沃度剤は徽毒に用ゐ られ,そ の奴果は沃度自己にあるらしい・

 コロイ ド沃度 は猫逸局方にも載せ られ,筋 肉内注射に用ゐられる.網 歌織内被系 に撮取せ ら

れて徐 々に作用 するものらしく,滞 褥i熟などによい といふ.

 沃度 コロイ ド製剤のルゴール氏液の代用 としても用ゐ られてゐる.

    そ  の  他

 鐵,銅,セ レニウムなどのコロイ ドもそれ ぞれの目的に用ゐられる.
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